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１．事業名 筝・三味線のワークショップ 

２．実施時期 ①2015年8月21日(金)  ②2016年2月13日(土) 

３．実施場所 ①小山市立小山第二中学校  ②小山市文化センター 

４．事業の内容等 ① 小山市内の小中学生に夏休み体験の一つとして筝・三味線を体験してい

ただきました。 

② 小山市国際交流協会主催のインターナショナルフェスティバルに協力

参加して、小山市民および小山在住の外国の方々に日本の伝統文化の一

つである筝や三味線を体験していただきました。 

 

①②ともに、外部講師と共に筝曲部員が行いました。 

 

内容・・・①②ともに、最初に筝曲部員の演奏を聴いていただき、次に筝・

三味線のどちらかを選んで部員のマンツーマン指導、最終的には他の楽器を

交えて1曲完成させ、達成感を味わっていただきました。 

５．事業の成果と今

後の課題 

①②ともに、地域の方々と音楽を通して、年齢や国籍、言葉を越えての交

流ができました。特に2回目となる小山第二中学校でのワークショップでは

中学校の協力も得られて参加者も多く盛況でした。 

9月の関東・東北豪雨では、小山市は甚大な被害に遭い、特に白鴎大学は

本キャンパス全館水没という状況となりました。私たち筝曲部の部室も水害

により多くの備品を失い、インターナショナルフェスティバルは復旧途中で

の参加となりました。不安な最中、地域の皆様からの温かい言葉が私たちの

支えとなりました。 

私たちは今後とも地域貢献を和楽器体験という形で広めていきたいと思

います。 

（注）１．記述が枠内に収まらない場合は、枠を拡大してください。 

   ２．事業内容がわかるような資料や写真などがあれば添付してください。 

報告書（添付書類を含む）はＡ４判５枚以内にまとめてください。 

   ３．この報告書は、各関係機関等に公表するともに、大学コンソーシアムとちぎのホームペ

ージへの掲載を考えております。また、次年度以降の学生活動支援事業に役立てていきた

いと思います。 






